
科目名称 病態治療論Ⅲ （消化機能障害） 

学年学期 単位数 時間数 

2 学年前期 1 
30 時間の内

13 時間 

担当教員 吉野 到   
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （ 医師 ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

    消化機能の作用と障害・治療について学ぶ。 

     

【2】 学習目標 

１．消化器の構造と機能、消化器機能障害の症状と病態生理、検査と治療について述べることができる。 

 

【3】 第 2 看護学科ディプロマポリシーとの関連性 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間の生命、尊厳、権利を尊重した判断・行動 

☐ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

■ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種との連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と生活の支援 

■ ７．自己の資質向上のための主体的な学び 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 食道疾患 講義 

2 胃・十二指腸の疾患(1) 講義 

3 胃・十二指腸の疾患(2) 講義 

4 大腸の疾患 講義 

5 肝臓の疾患 講義 

6 胆管、膵臓の疾患 講義 

７ 筆記試験  

 

【5】 評価方法 

科目評価は、筆記試験、授業態度などで総合的に評価する。 

 

【6】 教科書 

南野雅子：系統看護学講座 専門分野 成人看護学（5） 消化器 第 15 版 医学書院 2022 

 

【7】 参考書 

  

【8】 受講生へのメッセージ 

 



科目名称 病態治療論（造血機能障害） 
学年学期 単位数 時間数 

２学年前期 1 １５ 

担当教員 愛媛県立中央病院血液内科 中瀬浩一 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （  医師   ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

造血機能の作用と障害・治療について学びます 

 

【2】 学習目標 

1．造血器の機能、造血機能障害の症状と病態生理を理解する 

2．造血機能障害の検査と治療を理解する 

 

【3】 第 1 看護学科ディプロマポリシーとの関連性 

 学習目標を達成することにより、次の能力を身につけることにつながります。 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間を尊重した判断・行動 

■ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

■ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と支援 

■ ７．主体的な学習 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 血液の成分と機能、造血の仕組み、造血機能障害の診断に必要な検査 講義 

2 赤血球系・白血球系の異常と造血器腫瘍の概要 講義 

3 造血器腫瘍各論 講義 

4 出血性疾患・その他 講義 

5 筆記試験・まとめ  

 

【5】 評価方法 

科目評価は、筆記試験、授業態度等で総合的に評価します。 

  

【6】 教科書 

飯野京子：系統看護学講座 専門分野 成人看護学（４） 血液・造血器 第１５版 医学書院 2022 

 

【7】 参考書 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

血液疾患は、何となく難しいイメージがあって敬遠されがちですが、少しだけ頑張って理屈を勉強すれば、「なるほど、そ

ういう事だったのだ！」と理解できるようになります。皆さんが血液疾患の看護に苦手意識を持たなくなるような講義を行い

たいと思います。 



科目名称 病態治療論Ⅲ （免疫機能障害） 

学年学期 単位数 時間数 

2 学年前期 1 
30 時間の内

9 時間 

担当教員 岩﨑 正高 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （ 医師 ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

    免疫機能の作用と障害・治療について学ぶ。 

 

【2】 学習目標 

１．免疫機能の構造と機能、免疫機能障害の症状と病態生理、検査と治療について述べることができる。 

 

【3】 第 2 看護学科ディプロマポリシーとの関連性 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間の生命、尊厳、権利を尊重した判断・行動 

☐ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

■ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種との連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と生活の支援 

■ ７．自己の資質向上のための主体的な学び 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 アレルギー 講義 

2 膠原病 講義 

3 感染症(1) 講義 

4 感染症(2) 講義 

5 筆記試験  

 

【5】 評価方法 

科目評価は、筆記試験、授業態度、学科内容への質問での取り組み、レポート提出、ミニテスト等で総合的に評価する。 

 

【6】 教科書 

岩田健太郎：系統看護学講座 専門分野 成人看護学(11) アレルギー 膠原病 感染症 第 15 版 医学書 2022 

 

【7】 参考書 

 スタンダード病理学、シンプル病理学、病理組織アトラス、標準病理学 

 トーラス解剖学、新臨床内科学、新臨床外科学、対照カルテ用語       

 

【8】 受講生へのメッセージ 
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